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　ζの箪離した糖の融鮎やその他の性質をしらべること

ができるのみならずアセチル化した試料に封して95％

程度に各成分が回牧されるので重量分析的に定量分析も

幽行うことができる。ただし試料をアセチル化する時に

109％反慮が進まぬことが定量分析的に行う場合の難鮎

1となるが，糖の分離瀧力は非常に優秀である。
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　名爾氏により護表されたゲソチオビオスのエムルシソに
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量がわかる。このとき溶濠の中に変芽糖等

のα結合の糖があつてもエムルシンは作

用しないのでゲンチビオ」スだけを定量す
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　同檬に酵素を用いて分析するのであるが

前述のエムルvンの場合のように酵素とし

て分離したものを用いずに特定酵素を有す
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　しか食べない酵母εaccharomyces．　marxianus，　S．ano．．

malus，およびS．　exigusの爾種を用いる。まず試料の

糖を適當の濃度とし，酵母汁を加え，オートクレープ

で殺菌して後爾種の純梓培養の酵母を加えてやると，

パソ酵母の方は萎芽糖とブドウ糖を食べつくし後者の酵
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元力にあtFるわけである。これで同時にブドウ糖の量も
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を100°Cにて2時間作用させて凄芽糖をブドウ糖に分解
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してブドウ糖となるので定量ができないのみならず，ブ

ドウ糖もこの時かなり崩壊を起すたあにたとえデキスト

リンがない場合でも定量の結果は不正確となることは止
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れた方法と思われるのである。　　　　　　　一

　もう一例を上げれば，アラビノ”ス（5）の定量分析を

行う場合H．suaveolens（NRRL　NO、838）CGuillier－

mondis（NRRL　No・488）を用いて分析する。前者に

dキシPt・・一スだけを利用するの7こ封して，　No．488は

n一キシロースと1アラビノ．・・一スの爾方を利用する性質

を有しているので前の婆芽糖の例と同様に獲酵前後の鐙

元力の差を利用してそれ等を宕量してゐるのである？以

上酵康を用陸る分析は非常によい方法と思われるが，た

　　　　　　　　　　　　　β結　　合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／β結合

芽糖

〃ノ〃

、

’4結合

〃　　OH

c）Cイソ7ルトヌ

第　5　圖

βセロピオーヌ

CH20〃

　β結合
　！
’

！

　　　　　　〃　　〃〃

メ9・ゲンチオビオヌ

K

■



響∵醇躍擁擁／糧桝㍗ンぐ∴

漏駕霧警灘竃総攣難灘漆罐

ご匙熊雛懇綴離欝Σ二譲総二㌦
㍗諭うれいがあるδ　　’一・’：、．

、貿∵ンぞ鉾讐じ1警議1∵

ぐゑ嚇ぐ蝶認誌滋蕊翼簾茎鉦

∴聡織惹翫繋鐙鑑葉嘉㌦
・璃続廉の繍にmau　37tlk　4・o、，fUての繊でu・”

露1鯉警喫鷺瞥禦饗騨鷺ll滋る線ll鷲勃；壷1髭で

　　　　ご　　　＼　卜　　　　㌦　　．♂　　’　、，
　　　　7「比色浅を期いる方法　　．　　　’1　’，　〆、・
　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

凱濃哲鶉謙姦簾犠コ繰麓馨ζ一

、：灘盤繋灘鱗羅叢

∵’ ﾕ激審撮騨綴鵠畿嚇・，

冠よ繰鯉駒雌鱒・る搬t加一ル緯’・

▽、事麟嘩紳菟と鮮鱗嚇灘樋輝’ゆ鯵

　　ク塗有す戸吸牧韓がある態のとなる蔓そして糖により護

　色の時聞裾異なるので適欝な條件の下で行うことにまり

　　　　　　　　　　L融攣簾響驚鵠鑑急i面ご1る絶法．

驚繋謙攣欝i藷灘11

η轡ぽ劉繋㌔冠1い三免1ゴ1

∫難鍵簿畿謹雛羅蓬・

閑撃警繕難面～♂
x・

@，｝ B⑪繍磨丑1態晦工幽響1（轡｝　い・ギー孝

∵ど、∵／謹1灘座：鯉蜜∴パ鉄


